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西北部のまちづくり
文化を伝えるコンテンツの創出

いずみ野線延伸に向けた環境整備を

２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る
質

問
）
に
代
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派
を

代
表
し
た
議
員
が
「
代
表
質
問
」
を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
１
日
、
２
日
、
３
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
７
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
令
和
４
年
度
、
本
市
で

は
人
権
施
策
推
進
指
針
が
改
定

さ
れ
た
。

本
市
は
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
を
宣
言
し
て
お
り
、
日
本
非

核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の
副
会

長
で
も
あ
る
。

人
権
尊
重
の
視
点
か
ら
、
平

和
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　
平
和
と
は
、
誰
も
が
自

由
で
平
等
で
あ
り
、
尊
厳
を
も

っ
て
生
活
す
る
人
権
の
基
盤
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
は
、
昭
和
57
年
に
藤
沢

市
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
と

と
も
に
核
兵
器
の
な
い
世
界
と

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
、
一

歩
一
歩
、
真
摯
か
つ
継
続
的
な

取
組
を
進
め
て
き
た
。

令
和
４
年
８
月
９
日
に
は
、

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈

念
式
典
に
参
列
し
、
原
爆
投
下

に
よ
り
一
瞬
に
し
て
多
く
の
命

が
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々

が
被
爆
に
伴
う
耐
え
難
い
苦
痛

を
経
験
し
て
い
る
現
実
を
語
り

続
け
て
い
く
責
務
と
役
割
を
改

め
て
認
識
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
が
、
今
な
お
命
の
危

機
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
人
々
が
お
り
、

人
権
を
守
り
抜
く
こ
と
の
尊
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
で
あ
る
、
平
和
で
誰
も

が
受
け
入
れ
ら
れ
、
全
て
の
人

が
法
や
制
度
で
守
ら
れ
る
社
会

に
向
け
、
人
権
と
い
う
人
類
普

遍
の
価
値
が
享
受
さ
れ
る
よ
う
、

人
権
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

指
針
を
基
礎
と
し
て
、
市
政
運

営
を
進
め
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
推
進
の
効
果

数
値
目
標
を
検
討
す
る

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
組
を
進

め
る
に
当
た
り
、
人
件
費
を
含

む
行
政
コ
ス
ト
や
業
務
の
効
率

化
等
の
効
果
に
つ
い
て
、
市
民

の
共
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
将

来
的
な
目
標
や
将
来
像
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
は
、

将
来
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
う
社
会
全
体
の
労
働
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
、
自
治
体
に

お
い
て
も
、
今
後
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
複
雑
化
を
前
提

と
し
て
、
今
以
上
に
少
な
い
職

員
で
効
率
的
に
市
民
生
活
の
質

を
高
め
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

コ
ス
ト
や
人
件
費
に
関
す
る

数
値
目
標
の
設
定
は
、
Ｄ
Ｘ
の

取
組
効
果
の
可
視
化
や
コ
ス
ト

面
を
意
識
し
た
行
政
運
営
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
、
行
財
政

改
革
に
お
い
て
も
有
効
な
取
組

の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

現
在
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ

ロ
グ
で
の
取
組
が
並
走
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
浸
透
状
況
の
捉
え
方
や
効
果

判
断
、
並
び
に
利
便
性
の
向
上

に
よ
る
利
用
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
業
務
へ
の
対
応
や
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現

す
る
た
め
、
人
に
し
か
で
き
な

い
仕
事
に
注
力
で
き
る
マ
ン
パ

ワ
ー
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
Ｄ
Ｘ
の
本
来
目
的
で
あ
る
、

市
民
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
誰

も
が
安
全
安
心
で
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
の
変
革
に
向

け
て
取
組
を
進
め
、
時
期
を
捉

え
て
効
果
な
ど
の
数
値
目
標
を

検
討
し
て
い
く
。

核
兵
器
禁
止
条
約

批
准
の
働
き
か
け
を

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　
日
本
政
府
に
お
け
る
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
存
立

危
機
事
態
へ
の
対
応
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
、
５
年
間
で
43

兆
円
の
軍
事
費
な
ど
は
、
日
本

国
憲
法
違
反
で
あ
る
と
考
え
る
。

基
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
ま

た
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
を

宣
言
す
る
自
治
体
の
長
と
し
て
、

認
識
を
聞
き
た
い
。

　
政
府
は
、
令
和
４
年
12

月
に
戦
後
の
安
全
保
障
政
策
の

大
き
な
転
換
を
図
っ
た
と
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

憲
法
の
下
、
専
守
防
衛
に
徹

し
、
他
国
に
脅
威
を
与
え
る
よ

う
な
軍
事
大
国
に
な
ら
な
い
と

の
政
府
の
基
本
方
針
が
堅
持
さ

れ
、
今
後
も
、
平
和
国
家
と
し

て
の
歩
み
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
核
使
用

の
威
嚇
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状

で
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
の
副
会
長
で
あ
る
市
長
か

ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
、

批
准
を
積
極
的
に
政
府
に
働
き

か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

　
平
成
29
年
７
月
に
国
連

で
採
択
さ
れ
、
令
和
３
年
１
月

に
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約

は
、
被
爆
者
を
は
じ
め
と
す
る

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
多
く
の

人
々
の
草
の
根
の
活
動
が
、
国

際
的
な
世
論
を
大
き
く
後
押
し

し
た
も
の
で
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
一
歩
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。我

が
国
は
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
り
、
政
府
に
は
、
核
兵

器
保
有
国
と
非
保
有
国
の
橋
渡

し
役
と
し
て
、
核
兵
器
不
拡
散

条
約
体
制
下
に
お
け
る
核
軍
縮

の
進
展
と
、
核
兵
器
廃
絶
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　
西
北
部
の
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
る
相
鉄
い
ず
み
野
線

延
伸
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、

市
民
の
期
待
値
は
高
い
も
の
の
、

実
現
は
い
つ
に
な
る
か
と
の
不

安
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

い
ず
み
野
線
延
伸
に
向
け
た

環
境
整
備
の
核
と
し
て
、
施
政

方
針
で
は
、
文
化
を
伝
え
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
創
出
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。　

西
北
部
の
健
康
と
文
化

の
森
地
区
は
、
高
次
都
市
機
能

を
導
入
す
る
た
め
の
受
け
皿
と

し
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
り
、

市
民
と
産
官
学
が
一
体
と
な
り
、

自
立
す
る
都
市
を
形
成
す
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
、
高
度
研
究

教
育
、
健
康
・
医
療
、
文
化
・

学
習
、
交
流
・
発
展
及
び
研
究

開
発
産
業
な
ど
の
各
機
能
を
位

置
づ
け
て
い
る
。

文
化
・
学
習
に
つ
い
て
は
、

文
化
創
造
ビ
レ
ッ
ジ
等
を
ね
ら

い
と
し
て
定
め
、
市
民
文
化
の

構
築
を
は
じ
め
、
伝
統
工
芸
や

伝
統
文
化
、
歴
史
遺
産
な
ど
を

想
定
し
、
都
市
の
個
性
や
特
性
、

市
民
の
誇
り
と
な
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

文
化
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
考
え

方
を
踏
ま
え
る
中
で
、
い
ず
み

野
線
延
伸
の
実
現
に
向
け
た
鉄

道
需
要
創
出
の
一
環
と
し
て
も
、

検
討
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
収

集
し
て
き
た
資
料
や
情
報
が
、

多
く
の
人
々
の
感
動
や
共
感
と

な
り
、
市
内
外
を
問
わ
ず
同
地

区
に
交
流
を
促
し
、
新
た
な
活

力
を
創
造
す
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
先
人
た
ち
が
残
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
思
い
を
形
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実

市
の
政
策
の
柱
に

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　
少
子
化
対
策
は
、
20
年

30
年
先
を
見
据
え
た
国
の
浮
沈

を
か
け
た
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

国
に
お
い
て
も
政
治
の
中
心
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

子
育
て
支
援
は
国
の
予
算
が

必
要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

実
施
主
体
は
基
礎
自
治
体
が
担

う
分
野
が
多
く
、
自
治
体
の
情

熱
と
独
自
の
創
意
工
夫
が
求
め

ら
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

子
育
て
支
援
を
市
の
政
策
の

柱
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

長
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

　
昔
と
今
で
は
子
育
て
に

対
す
る
価
値
観
も
多
様
化
し
て

い
る
と
実
感
し
て
い
る
が
、
子

ど
も
は
宝
で
あ
り
、
ま
ち
の
笑

顔
は
子
ど
も
の
笑
顔
で
作
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
普
遍
的
で
あ

り
続
け
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
基
礎
自
治
体
運
営
に

お
い
て
は
、
政
治
・
経
済
・
社

会
の
各
分
野
に
お
い
て
、
佳
境

を
迎
え
て
い
る
と
実
感
し
て
い

る
。高

度
経
済
成
長
期
に
整
備
し

た
イ
ン
フ
ラ
や
数
々
の
公
共
施

設
は
更
新
の
時
期
を
迎
え
、
少

子
超
高
齢
化
の
波
は
、
社
会
保

障
経
費
の
増
大
を
余
儀
な
く
す

る
な
ど
、
立
ち
向
か
う
べ
き
難

題
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
異
次
元
の

少
子
化
対
策
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
市
政
全
体
を
考
え

る
中
で
は
、
市
民
本
位
の
藤
沢

市
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
充

実
は
重
要
な
政
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て

は
、
産
み
育
て
、
子
ど
も
を
健

や
か
に
育
て
上
げ
る
子
育
て
支

援
施
策
の
充
実
に
、
情
熱
と
創
意
工
夫
を
も
っ
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

延伸に向けた核として、西北部のまちづくりを進める

子育て支援の充実に、情熱と創意工夫をもって邁進する
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（※１）QOL…「クオリティ・オブ・ライフ（Quality Of  Life）」の略で、人生の質や、生活の質のこと。
（※２）8050問題…親が80歳代、子が50歳代を迎えたまま孤立し、生きることに行き詰まるなど、これまで見えづらかった地域課題。

健
康
づ
く
り
を
市
民
と
共
に
展
開
す
る

若
い
世
代
も
参
加
し
や
す
い
事
業
を
推
進

健
康
寿
命
日
本
一
へ
向
け
た
取
組

潜在化する生活課題への対応
団体・住民・行政が一体となり展開

オーダーメード型支援を進める

閉会中に開催する諸会議及び６月定例会は、
右の日程表のとおり開催する予定です。

なお、５月８日に新型コロナウイルス感染症
が感染症法上の５類に引き下げられることに伴
い、議会の傍聴につきましては対応を検討し、
その結果をホームページでお知らせしますので、
傍聴される際は事前にご確認ください。

また、本会議・常任委員会・特別委員会・陳
情を審査する議会運営委員会はイ
ンターネット中継を行います。日
時等についても変更になることが
ありますので、いずれもホームペ
ージでご確認ください。

［問合せ］議会事務局議事課
☎ 0466-50-3566（直通）
FAX 0466-24-0123
Eメール fj-giji@city.fujisawa.lg.jp

傍聴についてのお知らせ
6 月定例会では、請願・陳情ともに6月5日

（月）正午までに提出されたものを審査します。 
また、請願者と陳情者は、希望

により委員会において趣旨説明（意
見陳述）を行うことができます。

請願と陳情のご案内

閉会中に開催する諸会議
開　催　日 開会時刻 会　議　名

５月 9 日（火） １３：３０ 議員全員協議会

１5日（月）
１０：００ 議員全員協議会

１１：００ ５月臨時会（第１回）

22日（月） １０：００ ５月臨時会（第２回）

26日（金） １３：００ 災害対策等特別委員会
（水防訓練現地視察）

６月 ５日（月） １5：３０ 議会運営委員会

6月定例会
開　催　日 開会時刻 会　議　名

６月８日（木） １０：００ 本会議（議案の説明など）
１2日（月） １０：００ 本会議（議案の審議など）
１３日（火） ９：３０ 建設経済常任委員会
１4日（水） ９：３０ 厚生環境常任委員会
１5日（木） ９：３０ 子ども文教常任委員会
１6日（金） ９：３０ 総務常任委員会
１9日（月） ９：３０ 補正予算常任委員会
2０日（火） ９：３０ 議会運営委員会
22日（木） １０：００ 本会議（議決、一般質問など）
2３日（金） １０：００ 本会議（一般質問）
26日（月） １０：００ 本会議（一般質問）
27日（火） １０：００ 本会議（一般質問）

28日（水）
１０：００ 本会議（一般質問、議決など）

本会議終了後 広報広聴委員会

※ 各本会議の日には、9：30から議会運営委員会
が開催されます。

「ふじさわ市議会だより」は、紙面の
都合で発言の一部を掲載しています。
詳しくは、会議録をご覧ください。
なお、会議録は、図書館、文書館、
市民センター、公民館、市政情報コー
ナー（市役所本庁舎４階）、または市
議会のホームページでご覧いただけま
す。２月定例会の会議録は６月上旬頃
から閲覧できます。
また、目の不自由な方や読みづらい
方のために、点字と声のふじさわ市議
会だよりを発行していますので、ご希
望の方は、議会事務局議事課までご連
絡ください。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
少
子
超
高
齢
化
が
も
た

ら
す
諸
課
題
の
解
決
に
は
、
健

康
増
進
施
策
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
令
和
５
年
度
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
５
年
度
は
、
市
民
が
自

ら
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
、

そ
の
上
で
自
ら
健
康
行
動
を
始

め
る
こ
と
を
、
様
々
な
手
段
で

働
き
か
け
て
い
く
。

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
へ
の

促
し
と
し
て
は
、
糖
尿
病
の
早

期
発
見
と
重
症
化
予
防
に
つ
な

が
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
の

健
診
項
目
へ
の
追
加
、
が
ん
検

診
受
診
率
向
上
に
向
け
て
の
、

受
診
し
や
す
い
環
境
整
備
な
ど

に
取
り
組
む
。
が
ん
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
※
１
）
向
上
の
た
め
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
助
成
も

新
た
に
実
施
す
る
。

健
康
行
動
へ
の
促
し
と
し
て

は
、
ウ
ェ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
な
ど
の

ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ
り
、
多
忙
な

若
い
世
代
も
参
加
し
や
す
い
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
の
要
素
を

加
え
た
歩
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
も
継
続
す
る
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し

た
取
組
や
、
商
工
会
議
所
の
会

報
誌
に
、
働
き
世
代
に
向
け
た

健
康
情
報
を
掲
載
す
る
な
ど
、

関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
　

市
民
に
よ
る
健
康
づ
く
り
応

援
団
事
業
に
つ
い
て
は
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
み
ん

な
で
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
市
民
と

と
も
に
展
開
し
て
い
く
。

村
岡
新
駅
設
置
事
業
費

受
益
事
業
者
か
ら
の
負
担
を

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

　
村
岡
新
駅
設
置
事
業
費

の
一
部
を
周
辺
の
企
業
に
も
負

担
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
手
法
を
研
究
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
新
駅
周
辺
の
事
業
者
に

限
ら
ず
、
広
く
寄
附
や
支
援
を

い
た
だ
け
る
仕
組
み
等
に
つ
い

て
研
究
し
て
お
り
、
将
来
的
な

財
政
負
担
軽
減
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
受
益
者
で
あ
る
事
業
者

が
負
担
す
る
ス
キ
ー
ム
に
し
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
と
考
え
る

が
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
過
去
に
は
、「
新
駅
の

受
益
者
と
な
る
周
辺
企
業
等
か

ら
の
寄
附
金
を
募
る
な
ど
の
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の

財
政
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

手
法
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
研
究
し
て
い
く
」、「
新
駅
の

受
益
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
周
辺

の
企
業
等
に
も
一
部
費
用
の
負

担
を
お
願
い
し
て
い
く
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
法
を
研
究
し
て
い

き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
を
基
本
に
、
周

辺
の
企
業
等
の
み
な
ら
ず
、
将

来
的
に
立
地
す
る
企
業
等
も
含

め
て
負
担
や
寄
附
に
限
定
せ
ず
、

地
域
貢
献
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る
さ
と
納
税
で

の
協
力
な
ど
、
様
々
な
支
援
の

手
法
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

他
自
治
体
の
事
例
も
含
め
研
究

し
て
い
る
。

周
辺
住
民
等
の
利
便
性
向
上

及
び
市
全
体
の
活
性
化
等
を
図

る
た
め
に
、
本
市
と
し
て
必
要

な
新
駅
と
判
断
し
た
上
で
、
３

県
市
で
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。

教
員
不
足
へ
の
対
応

人
的
支
援
等
に
努
め
る

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
教
員
不
足
へ
の
対
応
は

本
来
、
国
の
教
育
政
策
の
問
題

で
は
あ
る
が
、
自
治
体
も
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
本
市
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
市
立
学
校
に
お
け
る
新

年
度
の
教
員
配
置
は
、
小
・
中

・
養
護
学
校
全
て
、
特
に
小
学

校
で
は
、
少
人
数
学
級
に
よ
る

学
級
数
増
の
影
響
で
教
員
定
数

が
増
加
す
る
た
め
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き

国
・
県
に
対
し
て
、
年
度
を
通

じ
て
教
員
定
数
を
充
足
さ
せ
、

安
定
的
に
学
校
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
員
不

足
解
消
の
た
め
の
具
体
的
な
対

策
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

教
員
不
足
に
対
す
る
本
市
の

対
応
と
し
て
は
、
新
年
度
に
向

け
た
臨
時
的
任
用
職
員
や
非
常

勤
講
師
の
任
用
手
続
き
を
例
年

よ
り
早
い
時
期
か
ら
行
う
こ
と

や
、
講
師
募
集
チ
ラ
シ
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
教
員
免

許
更
新
制
廃
止
の
情
報
を
広
く

周
知
し
つ
つ
、
人
材
確
保
に
努

め
て
い
る
。

学
校
へ
の
人
的
支
援
と
し
て

は
、
本
市
独
自
の
施
策
で
あ
る

新
入
生
サ
ポ
ー
ト
講
師
や
市
費

講
師
の
人
材
確
保
と
各
校
へ
の

配
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県

か
ら
の
配
当
時
間
増
が
見
込
ま

れ
、
教
員
の
業
務
支
援
を
行
う

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

の
人
材
確
保
と
、
速
や
か
な
全

校
配
置
に
努
め
て
い
く
。

教
員
の
な
り
手
不
足
を
解
消

し
て
い
く
た
め
に
、
教
育
環
境

の
充
実
と
、
教
員
の
労
働
環
境

の
改
善
に
向
け
た
働
き
方
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

地
域
の
力
で
課
題
解
決
を

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
の

全
校
実
施
に
向
け
、
５
年
度
に

は
ほ
ぼ
半
数
の
小
・
中
学
校
で

設
置
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

教
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
地

域
の
力
で
学
校
内
の
様
々
な
課

題
を
解
決
し
、
地
域
で
学
校
を

支
え
る
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

ど
の
よ
う
に
実
り
の
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
の
か
、
教
育
委
員

会
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
推
進
に
お
い
て
は
、
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
の
人
的
・

物
的
資
源
を
活
用
し
、
社
会
教

育
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
学
校
教
育
の
目
指
す
と
こ

ろ
を
社
会
と
共
有
・
連
携
し
な

が
ら
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
　
　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
学
校
の

現
状
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
様
々
な
課
題
を
、
家
庭
や
地

域
な
ど
の
多
く
の
人
々
と
共
有

し
、
皆
で
複
雑
化
す
る
社
会
の

課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
。
こ

の
こ
と
は
、
地
域
や
社
会
が
豊

か
さ
や
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
地

域
か
ら
参
画
す
る
委
員
や
学
校

関
係
者
に
対
す
る
意
識
啓
発
に

向
け
た
研
修
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
制
度
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
周
知
や
先
行
実
施
し
て

い
る
学
校
の
取
組
事
例
の
共
有

を
図
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

豊
か
な
学
び
に
つ
な
げ
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

推
進
に
向
け
て
取
り
組
む
。

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
潜
在
化
す
る
生
活
課
題

と
し
て
、
食
料
支
援
や
８
０
５

０
問
題
（
※
２
）
な
ど
に
対
す

る
支
援
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
支
援
の
方
向
性
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
食
を
通
じ
た
支
援
は
、

生
活
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
視

点
か
ら
も
大
変
有
効
で
あ
る
。

市
が
実
施
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
を
通
じ
、
様
々
な
企
業
・
団

体
や
地
域
住
民
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
食
料
品
を
、
地
域

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
等
で
活

用
す
る
な
ど
、
支
援
団
体
、
地

域
住
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
福
連
携
の
一
環
と

し
て
、
野
菜
の
直
売
所
で
売
れ

残
っ
た
食
材
を
、
子
ど
も
へ
の

支
援
を
行
う
団
体
の
活
動
に
お

い
て
活
用
し
て
い
る
。

一
方
、
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０

世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

親
で
あ
る
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
初
め
て
表
面
化
す

る
な
ど
、
顕
在
化
し
に
く
い
課

題
で
あ
り
、
親
へ
の
支
援
と
と

も
に
、
仕
事
に
就
い
て
い
な
い

現
役
世
代
の
子
に
対
す
る
支
援

も
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
世
帯
に
対
し
て

は
、
世
帯
全
体
を
対
象
と
す
る

包
括
的
な
相
談
支
援
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
就
労
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
画
一
的
な

就
労
支
援
で
は
な
く
、
就
労
準

備
支
援
や
、
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
事

業
と
の
連
携
・
協
働
な
ど
、
本

人
の
意
思
や
状
況
を
考
慮
し
た
、

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
支
援
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

子
育
て
家
庭
支
援
策

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　
本
市
は
、
子
育
て
家
庭

支
援
策
と
し
て
、
小
学
校
の
校

庭
解
放
や
軽
食
の
提
供
、
お
出

か
け
応
援
事
業
、
図
書
カ
ー
ド

の
配
布
等
、
子
育
て
家
庭
に
喜

ば
れ
る
温
か
い
取
組
を
行
っ
て

き
た
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な

意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
の

か
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
に
な
れ
る
施
策
を
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
学
校
が

一
斉
休
校
し
、
緊
急
事
態
宣
言

下
で
の
外
出
自
粛
も
続
い
た
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
が

奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本

市
と
し
て
は
、
こ
の
間
、
地
域

や
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
、

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
日
常

を
守
り
た
い
と
様
々
な
取
組
を

重
ね
て
き
た
。

小
学
校
の
校
庭
開
放
や
分
散

登
校
時
の
居
場
所
事
業
は
、
地

域
の
多
く
の
人
々
に
協
力
い
た

だ
き
、
延
べ
２
万
人
以
上
の
子

ど
も
が
集
う
居
場
所
を
切
れ
目

な
く
確
保
し
た
。

学
校
再
開
後
も
、
以
前
と
は

違
う
状
況
下
で
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
子
ど
も
お
出
か
け

応
援
事
業
や
図
書
カ
ー
ド
を
配

布
し
た
中
高
生
学
び
応
援
事
業

は
、
子
ど
も
た
ち
に
直
接
届
き
、

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
地
元
企

業
な
ど
と
連
携
し
、
市
か
ら
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
こ
と

を
願
い
実
施
し
た
。

今
後
も
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
健
や
か
に
、
前
向

き
に
、
様
々
な
困
難
な
状
況
を

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
、
市

と
し
て
必
要
な
施
策
を
実
施
し

て
い
く
。

地域とともにある学校としてコミュニティ・スクールの推進に取り組む

新駅設置事業費は様々な支援の手法を＝村岡新駅（完成イメージ図）

※パースは現時点でのイメージであり実際とは異なる場合があります


